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�� 当該年度の実施報告の詳細

原子核物理学の研究の目的のひとつは、量子力学的多体系問題を精密に解くことによって、
物理的な知見を深め、理論的予言を行い、実験をガイドすることである。申請者らは、これ
までこの目的を達成させるために、独自の少数粒子系計算法を提唱、発展させてきた。平
成 ��年３月から９月までは、この計算法をハイパー核物理と超冷却原子分野に適用し、そ
の分野で話題になっている物理を暴き、さらには、翻って、計算法をさらに発展させること
を目的とするための準備的計算を行った。ハイパー核の分野では、現実的ハイペロンー核子
間、ハイペロンーハイペロン間相互作用を用いた軽いハイパー核の少数粒子系問題に基づい
た構造研究はホットな課題の一つである。また、超冷却原子分野では、	
�
�ポテンシャ
ルなどのような、現実的な ������原子ポテンシャルを用いた ������ ������� ��������の
精密少数多体計算が最近話題を集めている。これら両分野で用いる粒子間相互作用は非常
に強い斥力心と ���������� ����（ハイパー核ではクーロン相互作用）を持つため、これら
を同時に記述できる計算法を確立する必要がある。ハイパー核分野と超冷却原子分野は一
見、異なる分野に思われるが、上記のように計算手法を確立という観点からは類似した点
もある。これらの分野に申請者らが開発した少数粒子系計算法を適用することにより、次の
ような計算実行上困難な課題を克服することを試みた。ハイパー核物理では、��
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� � � � � � � の４体構造研究を行い、これらの束縛エネルギーを ������の精度で検討
することにより、�� の荷電対称性の破れの存在の有無を議論することに成功を収めた。近
年、ＪＬＡＢ実験により、�

�
��の束縛エネルギーを求めることに成功をおさめ、このことを

我々の理論計算より、荷電対称性の破れに対応する相互作用は存在しないことと指摘した。
さまざまな ������ポテンシャルを用いて、���の３体、４体系を計算することにより、３
体系の束縛エネルギーと４体系の束縛エネルギーに相関関係があることを示した。

�� 口頭研究発表，発表論文（査読），国際会議のプロシーディング論文，そのほかの投稿中の
論文等のリスト

発表論文
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国際会議等における口頭発表
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